


平成19年９月30日現在における財政状況を公表します。同日現在における予算総額は、一般会計、特別会計
を合わせ４０７億８,１５４万円で、各会計の予算執行の状況は次のとおりです。

※単位は万円、（ ）内は執行率。公共下水道事業特別会計および湯本
温泉事業特別会計、農業集落排水事業特別会計、介護保険事業特別
会計については前年度からの繰越分3億8,118万円を含む。

地方公営企業法第40条の２第１項に基づき、平成19年９月30日
現在における長門市水道事業の業務状況を公表します。

予 算 額 11,406 万円
収入済額 903（ 7.9％）
支出済額 4,284（37.6％）

予 算 額 141,988 万円
収入済額 5,465（ 3.8％）
支出済額 43,704（30.8％）

予 算 額 307,152 万円
収入済額 140,810（45.8％）
支出済額 115,720（37.7％）

予 算 額 7,194 万円
収入済額 3,788（52.7％）
支出済額 2,979（41.4％）

予 算 額 626,680 万円
収入済額 206,162（32.9％）
支出済額 238,872（38.1％）

予 算 額 136,776 万円
収入済額 18,469（13.5％）
支出済額 45,862（33.5％）

予 算 額 34,914万円
収入済額 2,372（ 6.8％）
支出済額 6,476（18.5％）

予 算 額 698,194 万円
収入済額 271,945（38.9％）
支出済額 274,848（39.4％）



長門市では、恵まれた自然を活かしながら、農林水産業と商工業、観
光を連携させた６次産業が栄えるまちづくりを進めています。
そこで、都市との交流や地域資源を活用した新たな産業づくりなど、

元気な農山漁村地域をつくることを目的に「6次産業が栄えるまちづくり
講演会」を開催します。

阿武町林業振興会事務局。㈲あったか
村代表取締役。阿武町福賀地区在住。
県内第１号の農家民宿「樵屋」を開く。
体験型農家民宿として、訪れる人に自
然や文化、暮らしを伝え、県内外から
多くの人が訪れています。

●日 時　11月26日（月） 13：30～16：00
●場 所　ルネッサながと　軽運動室
●講 演 「交流を通した地域づくり」

講師 白 松 博 之 さん（農家民宿「樵屋
きこりや

」経営）
●講 義 「地域おこしと食品衛生について」

講師　長門健康福祉センター職員
●入場料　無料（事前に電話による申し込みが必要です）

講師　白 松 博 之
し ら ま つ ひ ろ ゆ き

窓
口
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
す

長
門
市
経
営
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、

財
政
健
全
化
・
事
務
事
業
の
見
直

し
・
人
材
育
成
な
ど
の
改
革
項
目
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
「
正
確
で

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
」
を
目
指
す
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
市
役
所
の

窓
口
に
お
け
る
対
応
や
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
評
価
を
認
識

し
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
も
と
に

改
善
を
進
め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
来
庁
さ
れ
窓
口

で
申
請
・
届
出
・
相
談
等
を
さ
れ
た

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
次
の
要
領
で
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

11
／
16
（金）
〜
30
（金）

※
閉
庁
日
は
除
く

■
実
施
施
設

長
門
市
役
所
本
庁
、各
総
合
支
所
、

各
出
張
所
、教
育
委
員
会
事
務
局
、

各
公
民
館
、
市
立
図
書
館
、
ラ
ポ

ー
ル
ゆ
や
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
、

消
防
本
部

■
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
も
な
な
項
目

職
員
の
あ
い
さ
つ
、言
葉
づ
か
い
、

態
度
・
対
応
、
説
明
、
服
装
や
身

だ
し
な
み

※
自
由
記
載
欄
を
設
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
意
見
・
ご
要
望
等
あ
り

ま
し
た
ら
ご
記
入
く
だ
さ
い

■
ア
ン
ケ
ー
ト
の
出
し
方
　
各
施
設

の
出
入
口
に
回
収
箱
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
ご
投
函
く
だ
さ
い

■
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
公
表

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は
、
広

報
で
公
表
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
　
行
政
改
革
推
進
室

街

頭

献

血

市
で
は
、
次
の
と
お
り
街
頭
献
血

を
行
い
ま
す
。

■
開
催
日
　
11
／
27
（火）

■
場
所
・
時
間
　

長
門
土
木
事
務
所９：

30
〜
11：

30

長
門
市
役
所
　
13：

00
〜
16：

00

■
そ
の
他

・
400
ml
、
200
ml
献
血
を
行
い
ま
す

・
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
手
帳
を
持
参

く
だ
さ
い

・
本
人
確
認
を
行
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
係

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

市
で
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
資
格

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
い
る
人

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
人

③
法
で
定
め
る
収
入
基
準
に
該
当
す

る
人

④
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

■
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
必
要
書
類
を
添
付

し
て
市
役
所
本
庁
都
市
建
設
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
経
済
施
設
課
に

提
出

■
必
要
書
類

・
入
居
し
よ
う
と
す
る
人
全
員
分
の

住
民
票
、
所
得
課
税
証
明
書
、
完

納
証
明
書

・
そ
の
他
必
要
な
証
明
書
類

■
受
付
期
間
　
11
／
15
（木）
〜
26
（月）

■
入
居
可
能
時
期

12
月
中
旬
以
降

■
そ
の
他

１
回
の
募
集
で
、
１
世
帯
に
つ
き

１
戸
の
申
し
込
み
に
限
り
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

都
市
建
設
課
管
理
係

三
隅
総
合
支
所
経
済
施
設
課

TEL
43
‐
０
２
７
７

日
置
総
合
支
所
経
済
施
設
課

TEL
37
‐
２
１
９
３

油
谷
総
合
支
所
経
済
施
設
課

TEL
32
‐
１
１
１
４

第
２
回
人
権
教
育
セ
ミ
ナ
ー

み
ん
な
で
「
誰
も
が
暮
ら
し
や
す

い
社
会
」、「
差
別
の
な
い
社
会
」、

「
お
互
い
を
認
め
合
う
社
会
」
を
め

ざ
し
て
、「
平
成
19
年
度
第
２
回
長

門
市
人
権
教
育
セ
ミ
ナ
ー
〜
第
28
回

あ
た
た
か
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
研
修

大
会
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
12
／
２
（日）９：

30
〜
12：

00

■
場
所

日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
時
間
／
内
容

・
９：

40
〜
10：

00

日
置
地
区
児
童
・
生
徒
に
よ
る

意
見
発
表

・
10：

10
〜
12：

00

講
演
会

演
題
「
心
の
栄
養
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
〜
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

と
子
ど
も
の
人
権
〜

講
師
　
栗
原
愼
二
　
氏
（
広
島
大

学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
附
属
教

育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
社
会
教
育
係

こ
ろ
ば
ん
塾
第
７
弾

参
加
者
募
集

市
で
は
、
こ
ろ
ば
ん
塾
第
７
弾
と

し
て
「
簡
単
に
で
き
る
バ
ラ
ン
ス
ボ

ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

で
は
体
の
内
側
の
筋
肉
（
深
層
筋
）
を

鍛
え
る
こ
と
が
で
き
、
体
の
ゆ
が
み

や
姿
勢
改
善
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
筋

肉
作
り
と
い
っ
た
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
関
節
へ
の
負
担
も
少
な
く
、
関

節
痛
で
不
安
な
方
や
高
齢
者
で
も
安

心
し
て
運
動
が
で
き
ま
す
。さ
ら
に
、

各
人
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
運
動
が
で

き
る
の
で
、
体
力
に
自
信
の
な
い
人

か
ら
運
動
経
験
者
ま
で
、
誰
で
も
楽

し
く
運
動
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に

気
軽
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
開
催
日
　
12
／
13
（木）

13：

30
〜
15：

30

差
押
え
物
件
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

市
で
は
主
な
自
主
財
源
で
あ
る
税

収
入
の
確
保
と
納
税
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
、
市
税
等
の
滞
納
に
よ
っ
て

差
押
え
た
物
件
を
、
ヤ
フ
ー
株
式
会

社
の
運
営
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ

イ
ト
を
利
用
し
て
公
売
し
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
広

く
公
売
情
報
を
周
知
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
全
国
か
ら
多
数
の

人
が
入
札
に
参
加
で
き
、
通
常
の

入
札
で
は
売
却
が
困
難
で
あ
っ
た

物
件
の
売
却
が
期
待
で
き
ま
す

■
実
施
場
所

ヤ
フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

h
ttp
://ko

u
b
a
i.a
u
c
tio
n
s.

ya
h
o
o
.c
o
.jp

■
申
込
方
法

入
札
参
加
申
込
期
間
中
に
ヤ
フ
ー

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
画
面
上

か
ら
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

※
物
件
ご
と
に
参
加
申
込
が
必
要
で

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
以
外
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

第
１
回
長
門
市

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
概
要

■
公
売
物
件
　
置
物
、
麻
雀
牌
な
ど

６
点

■
入
札
申
込
期
間
　

11
／
15
（木）
13：

00
か
ら

11
／
29
（木）
17：

00
ま
で

■
入
札
（
せ
り
売
り
）
期
間

12
／
４
（火）
13：

00
か
ら

12
／
６
（木）
14：

30
ま
で

■
そ
の
他

税
の
完
納
な
ど
に
よ
り
公
売
が
中

止
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
徴
収
係

■
場
所

長
門
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
使
っ

た
簡
単
で
効
果
的
な
運
動

■
対
象

市
内
在
住
の
40
歳
以
上
の

人
で
医
師
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ

て
い
な
い
人

■
参
加
料

無
料

■
募
集
人
員
　
30
人
（
先
着
順
）

■
服
装
　
動
き
や
す
い
服
装

■
申
込
方
法
　

高
齢
福
祉
係
へ
電
話
で
申
し
込
む

■
申
込
期
限
　
12
／
５
（水）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
係



再
就
職
希
望
者
支
援
事
業

登
録
者
募
集

（財）
21
世
紀
職
業
財
団
山
口
事
務
所

で
は
、
育
児
や
介
護
の
た
め
に
退
職

さ
れ
た
人
の
再
就
職
を
総
合
的
に
支

援
す
る「
再
就
職
希
望
者
支
援
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
再
就
職
を
希

望
す
る
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
登
録
対
象
者

結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
、
介

護
な
ど
を
理
由
に
退
職
し
た
人

で
、
就
職
が
可
能
に
な
っ
た
と
き

に
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
人

■
主
な
支
援
内
容

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
（
Re
・
Be

ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
）
の
実
施
、
個

別
相
談
、
再
就
職
に
役
立
つ
情
報

誌
の
提
供
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ

ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
支
援

（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
）

・
再
就
職
に
向
け
た
取
り
組
み
計
画

作
成
の
サ
ポ
ー
ト

・
企
業
と
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
女
性
と
の

交
流
会
の
開
催

・
職
場
体
験
講
習
の
実
施

■
登
録
期
間
　
４
年
間
（
希
望
す
る

場
合
は
１
回
に
限
り
更
新
可
）

■
登
録
料
　
無
料
（
登
録
期
間
中
も

経
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
口
市
中
央
５
‐
７
‐
３

（財）
21
世
紀
職
業
財
団
山
口
事
務
所

TEL
０
８
３
‐
９
２
３
‐
２
０
４
１

h
ttp
://w

w
w
.jiw
e
.o
r.jp

交
通
事
故
防
止

特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

交
通
安
全
山
口
県
対
策
協
議
会
で

は
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
よ
る

交
通
死
亡
事
故
等
重
大
事
故
の
抑
止

を
図
る
た
め
、
県
民
一
体
と
な
っ
た

交
通
事
故
防
止
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

11
／
１
（木）
〜
12
／
９
（日）

■
活
動
重
点

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

「
反
射
材
の
着
用
の
徹
底
」

「
高
齢
者
へ
の
思
い
や
り
運
転
」

・
飲
酒
運
転
を
含
め
た
無
謀
運
転
の

防
止

「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」

「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行
」

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

「
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
と
正
し
　

い
交
通
マ
ナ
ー
の
周
知
徹
底
」

「
自
転
車
の
安
全
指
導
と
安
全
利

用
の
推
進
」

■
県
下
統
一
行
動
日

・
11
／
１
（木）

高
齢
者
の
交
通
事
故

商
工
会
議
所
・
商
工
会

合
同
な
ん
で
も
相
談
会

市
内
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会
で

は
、
今
年
も
合
同
で
何
で
も
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

12
／
７
（金）10：

00
〜
15：

00

■
場
所
　
長
門
商
工
会
議
所２

、
３
階

■
相
談
内
容

金
融
、
経
営
、
税
務
・
経
理
、
労

務
・
労
働
、
社
会
保
険
、
法
律
、

年
金
、
登
記
、
特
許
、
各
種
共
済
、

消
費
税
、
長
門
地
域
中
小
企
業
支

援
セ
ン
タ
ー

■
相
談
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

長
門
商
工
会
議
所

TEL
22
‐
２
２
６
６

三
隅
町
商
工
会

TEL
43
‐
０
０
３
３

日
置
町
商
工
会

TEL
37
‐
２
１
６
４

油
谷
町
商
工
会

TEL
32
‐
１
１
８
３

防
止
を
呼
び
か
け
る
日

・
11
／
15
（木）

自
転
車
の
安
全
利
用

を
呼
び
か
け
る
日

・
11
／
30
（金）

飲
酒
運
転
を
含
め
た

無
謀
運
転
の
防
止
を
呼
び
か
け
る

日
■
問
い
合
わ
せ

長
門
交
通
安
全
協
会
事
務
局

TEL
22
‐
０
１
１
０

省
エ
ネ
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
者
募
集

経
済
産
業
省
で
は
、
地
球
温
暖
化

対
策
の
一
環
と
し
て
、
日
常
生
活
に

お
け
る
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
に
よ
る

家
庭
に
お
け
る
省
エ
ネ
活
動
（
ア
イ

デ
ア
）
と
そ
の
成
果
の
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
せ
い
た
だ
く

か
、
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク

セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

（財）
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
推
進
本
部

「
省
エ
ネ
コ
ン
テ
ス
ト
」
事
務
局

TEL
０
３
‐
５
５
４
３
‐
３
０
１
３

h
ttp
://w

w
w
.e
c
c
j.o
r.jp
/

c
o
n
te
st0
8
/

市
で
は
、
今
年
も
長
門
市
内
の
観

光
地
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
年
賀
状
（
５
種

類
）
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と

長
門
を
全
国
に
発
信
す
る
年
賀
ハ
ガ

キ
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

TEL
23
‐
１
１
３
７

・
長
門
市
観
光
協
会TEL

22
‐
８
４
０
４

乳
幼
児
健
康
支
援

一
時
預
か
り
事
業

お
子
様
が
風
邪
を
ひ
く
な
ど
し
て

保
育
施
設
等
を
休
ま
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
、
小
学
校
３
年
生
ま
で

を
対
象
に
、
次
の
施
設
で
診
察
後
の

保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
実
施
施
設

な
が
と
・
キ
ッ
ズ
・

メ
デ
ィ
カ
ル
・
ケ
ア
ル
ー
ム

（
岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
）

TEL
22
‐
２
７
１
７

■
利
用
時
間

月
〜
金
曜
日
　
８：

30
〜
18：

00

土
曜
日
　
　
　
８：

30
〜
12：

00

※
日
・
祝
祭
日
は
休
み

■
利
用
料
金
（
１
人
１
日
あ
た
り
）

・
一
般
の
世
帯
　
　
　
　
　
２
千
円

・
所
得
税
非
課
税
世
帯
　
　
１
千
円

・
市
民
税
非
課
税
世
帯
　
　
　
無
料

※
い
ず
れ
の
世
帯
も
初
回
は
登
録
料

と
し
て
別
途
千
円
必
要

■
利
用
方
法

な
が
と
・
キ
ッ
ズ
・
メ
デ
ィ
カ

ル
・
ケ
ア
ル
ー
ム
へ
電
話
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い

■
そ
の
他

ミ
ル
ク
、
お
む
つ
、
着
替
え
、
タ

オ
ル
、
く
す
り
な
ど
必
要
な
も
の

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
せ
先

児
童
福
祉
係

平
成
20
年
度
宗
頭
幼
稚
園

新
入
園
児
募
集

市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お

り
平
成
20
年
４
月
１
日
入
園
予
定
の

市
立
宗
頭
幼
稚
園
の
新
入
園
児
を
募

集
し
ま
す
。

入
園
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
市
教

育
委
員
会
、
宗
頭
幼
稚
園
に
備
え
付

け
の
入
園
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象

長
門
市
内
に
居
住
し
、
平
成
20
年

４
月
１
日
ま
で
に
満
３
歳
に
達
す

る
幼
児
（
平
成
16
年
４
月
２
日
〜

平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
か

ら
、
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す

る
ま
で
の
幼
児

※
年
度
途
中
に
満
３
歳
に
達
す
る
幼

児
等
に
つ
い
て
は
途
中
入
園
も
で

き
ま
す

■
申
込
受
付
期
間

12
／
３
（月）
〜
21
（金）９：

00
〜
16：

00

（
土
・
日
を
除
く
）

■
申
込
受
付
場
所

・
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

・
宗
頭
幼
稚
園

■
宗
頭
幼
稚
園
の
概
要
　

・
場
所
　
長
門
市
三
隅
上
宗
頭

・
定
員
　
80
人

・
入
園
料
（
園
児
１
人
に
つ
き
）

１
、
０
０
０
円

・
保
育
料
（
園
児
１
人
に
つ
き
）

月
額
　
５
、
２
０
０
円

（
免
除
制
度
あ
り
）

※
給
食
費
・
教
材
費
等
に
つ
い
て
は

別
途
徴
収
し
ま
す

・
教
育
・
保
育
時
間８：

00
〜
15：
30

・
休
業
日
　
公
立
学
校
に
準
ず
る
　

■
問
い
合
わ
せ
　

学
事
係

宗
頭
幼
稚
園
　
TEL
43
‐
０
２
４
２

山
口
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！

こ
の
最
低
賃
金

山
口
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

最
低
賃
金
は
常
用
・
臨
時
・
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
雇
用
形
態

や
呼
称
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。
労
働

者
を
雇
用
す
る
事
業
者
は
、
こ
の
金

額
よ
り
低
い
賃
金
で
労
働
者
を
使
用

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
厚
生
労
働
省
山
口
労

働
局
賃
金
室
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、最
低
賃
金
制
度
の
概
要
は
、

山
口
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

■
最
低
賃
金

657
円

■
発
効
日
　
平
成
19
年
10
月
28
日

■
問
い
合
わ
せ
　

商
工
係

山
口
労
働
局
賃
金
室

TEL
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
７
２

http://w
w
w
.yam

aguchi.plb.go.jp

多
重
債
務
者
向
け

無
料
法
律
相
談
会

「
全
国
一
斉
多
重
債
務
者
相
談
ウ

ィ
ー
ク
」
に
合
わ
せ
、
多
重
債
務
者

向
け
の
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時

12
／
15
（土）10：

00
〜
16：

00

■
会
場

山
口
県
弁
護
士
会
館

（
山
口
市
黄
金
町
２
‐
15
）

■
内
容

法
律
専
門
家
に
よ
る
面
接
相
談
お

よ
び
電
話
相
談

①
面
接
に
よ
る
相
談
（
要
予
約
）

・
定
員
　
48
人

・
予
約
方
法
　
山
口
県
県
民
生
活
課

に
電
話
で
予
約

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
６
０
８

・
受
付
期
間

12
／
３
（月）
〜
14
（金）
９：
00
〜
17：

00

（
土
・
日
を
除
く
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

②
電
話
に
よ
る
法
律
相
談

・
相
談
電
話
（
当
日
の
み
）

TEL
０
８
３
‐
９
２
０
‐
２
２
９
０

■
問
い
合
せ
先
　
　
　
　
　
商
工
係



み
な
さ
ん
も
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
の

報
道
で
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
に
つ
い
て

は
よ
く
ご
存
じ
と
思
い
ま
す
が
、「
自

分
に
は
か
か
っ
て
こ
な
い
…
」、「
自
分

は
絶
対
に
騙
さ
れ
な
い
…
」
と
思
っ
て

安
心
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

長
門
市
内
で
は
10
月
の
１
ヵ
月
間

だ
け
で
、
30
件
を
超
す
「
オ
レ
オ
レ
詐

欺
」
の
被
害
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
内
、
振
り
込
み
ま
で
至
っ

た
も
の
が
４
件
あ
り
、
被
害
総
額
は

５
５
０
万
円
に
上
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
は

み
な
さ
ん
の
身
近
で
多
発
し
て
い
ま

す
。
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

オ
レ
オ
レ
詐
欺
と
は
？

「
お
れ
だ
よ
、お
れ
…
」
と
電
話
を
か

け
、
電
話
に
出
た
人
が
う
っ
か
り

「
○
○
ち
ゃ
ん
？
」
な
ど
と
問
い
直
す

と
「
そ
う
、
○
○
。
実
は
事
故
に
あ
っ

て
お
金
が
必
要
に
な
っ
た
。
す
ぐ
に
お

金
を
振
り
込
ん
で
」
な
ど
と
、
指
定
し

た
銀
行
等
の
口
座
に
現
金
を
振
り
込

ま
せ
る
「
詐
欺
」
事
件
で
す
。

手
口
の
具
体
例

長
門
市
内
で
は
、
電
話
で
子
ど
も

や
孫
を
装
い
「
飲
酒
運
転
で
交
通
事
故

を
起
こ
し
た
…
」、「
追
突
し
た
車
に
妊

婦
が
乗
っ
て
い
て
緊
急
手
術
に
…
」、

「
不
倫
相
手
が
妊
娠
し
慰
謝
料
が
…
」

な
ど
、
差
し
迫
っ
た
様
子
で
現
金
の

振
り
込
み
を
要
求
す
る
ケ
ー
ス
が
多

く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
「
使
い
込
み
」
や
「
債
権

の
保
証
人
」、「
痴
漢
・
わ
い
せ
つ
行
為

の
示
談
」
な
ど
手
の
込
ん
だ
さ
ま
ざ
ま

ケ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
の
手
口
は
ま
す

ま
す
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

騙
し
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

●
事
前
に
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
か

ら
…
」
と
連
絡
し
、
騙
し
の
電
話
を

す
る
際
の
警
戒
感
を
払
拭
さ
せ
る

●
あ
ら
か
じ
め
「
風
邪
を
ひ
い
て
声

が
変
だ
と
思
う
け
ど
…
」
と
言
っ

て
相
手
に
疑
問
を
抱
か
せ
な
い

●
複
数
の
人
が
登
場
す
る
劇
団
型
で

も
っ
と
も
ら
し
く
話
を
展
開
す
る

●
銀
行
等
の
閉
店
間
際
に
振
り
込
み

を
要
求
し
て
き
て
「
時
間
が
な
い
」

と
言
っ
て
急
が
せ
る
（
電
話
は
平

日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
ま

で
の
時
間
帯
が
多
い
）

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

電
話
の
相
手
を
確
認
す
る

う
か
つ
に
身
内
の
名
前
を
出
さ
ず
、

相
手
に
名
前
や
住
所
、
電
話
番
号

な
ど
を
聞
き
、
本
人
か
確
認
す
る

本
人
に
連
絡
を
と
る

電
話
を
切
っ
た
後
、
必
ず
本
人
や
そ

の
家
族
に
連
絡
を
取
り
、
事
実
を
確

認
す
る
（
ま
ず
は
前
の
電
話
番
号

に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
）

す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ま
な
い

お
金
を
振
り
込
む
前
に
、
自
分
の

家
族
や
親
戚
ま
た
は
警
察
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い

日
頃
か
ら
家
族
と
連
絡
を

最
近
、
別
居
し
て
い
る
家
族
や
身
内

の
人
と
話
し
て
い
ま
す
か
？

こ
の
機
会
に
連
絡
を
と
り
、
近
況

だ
け
で
な
く
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
の

話
を
し
て
、
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う

に
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い

警
察
に
連
絡
・
相
談
を

警
察
官
は
み
な
さ
ん
の
恥
ず
か
し

い
話
で
も
秘
密
を
守
り
ま
す
。
不

審
な
こ
と
や
心
配
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
遠
慮
な
く
す
ぐ
に
警
察
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

長
門
警
察
署
TEL
22
‐
０
１
１
０

児
童
虐
待
と

家
庭
裁
判
所
の
関
わ
り

児
童
虐
待
の
ニ
ュ
ー
ス
が
後
を
絶

た
ず
、
児
童
虐
待
に
対
す
る
社
会
の

関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
児

童
虐
待
問
題
と
家
庭
裁
判
所
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

保
護
者
か
ら
虐
待
を
受
け
て
い
る

子
ど
も
の
安
全
を
図
る
た
め
、
保
護

者
の
意
志
に
反
し
て
で
も
子
ど
も
を

保
護
者
か
ら
引
き
離
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
児
童
相
談
所

長
は
、
子
ど
も
を
児
童
福
祉
施
設
に

入
所
さ
せ
た
り
、
里
親
に
委
託
す
る

な
ど
の
措
置
の
承
認
を
家
庭
裁
判
所

に
求
め
ま
す
。
家
庭
裁
判
所
は
、
そ

の
申
立
を
受
け
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
に
か
な
う
か
を
基
準
に
、
そ

れ
ら
の
措
置
を
承
認
す
る
か
ど
う
か

を
判
断
し
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
が
親
権
を
濫
用
し

て
子
ど
も
を
虐
待
し
て
い
る
よ
う
な

場
合
に
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
親
族

な
ど
関
係
者
の
申
立
に
よ
り
、
そ
の

親
権
を
失
わ
せ
、
子
ど
も
の
た
め
に

後
見
人
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
子
ど
も
を
児
童
福
祉
施
設
に
入
所

さ
せ
る
な
ど
の
措
置
を
承
認
す
る

手
続
き
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ

る
の
で
す
か
？

家
庭
裁
判
所
は
、
保
護
者
、
子
ど

も
、
子
ど
も
に
関
わ
る
人
た
ち
か

ら
話
を
聞
い
た
り
、
資
料
を
集
め

た
り
し
て
、
児
童
虐
待
が
あ
っ
た

か
な
ど
を
認
定
し
、
施
設
へ
の
入

所
な
ど
を
認
め
る
こ
と
が
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
や
発
達
に
か
な

う
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
す
。
児

童
虐
待
は
緊
急
性
の
高
い
問
題
で

す
の
で
、
速
や
か
に
手
続
き
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
子
ど
も
に
は
ど
の
よ
う
な
職
員
が

対
応
す
る
の
で
す
か
？

心
理
学
や
社
会
学
、
教
育
学
、
社

会
福
祉
学
な
ど
の
専
門
家
で
あ
る

家
庭
裁
判
所
調
査
官
が
対
応
し
ま

す
。
家
庭
裁
判
所
調
査
官
は
子
ど

も
の
年
齢
な
ど
に
合
わ
せ
た
方
法

で
、
そ
の
心
身
の
状
態
に
も
十
分

に
配
慮
し
な
が
ら
、
き
め
細
か
い

対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

■
保
護
者
は
話
を
聴
い
て
も
ら
う
機

会
が
あ
り
ま
す
か
？

裁
判
官
で
あ
る
家
事
審
判
官
が
、

保
護
者
な
ど
か
ら
直
接
事
情
を
聴

取
す
る
な
ど
し
て
、
そ
の
言
い
分

を
聴
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
施
設
の
入
所
な
ど

を
認
め
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検

討
し
て
判
断
し
ま
す
。

■
そ
の
ほ
か
、
家
庭
裁
判
所
が
児
童

虐
待
の
問
題
に
か
か
わ
る
こ
と
は

あ
る
の
で
す
か
？

保
護
者
が
親
権
を
濫
用
し
て
子
ど

も
を
虐
待
し
て
い
る
様
な
場
合
に

は
、
親
族
な
ど
の
関
係
者
の
申
立

に
よ
り
、
そ
の
親
権
を
失
わ
せ

（
親
権
喪
失
宣
告
）、
子
ど
も
の
た

め
に
後
見
人
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
親
権
者
の
変

更
な
ど
の
家
事
調
停
や
、
養
子
縁

組
な
ど
の
家
事
審
判
の
手
続
き
に

お
い
て
も
、
児
童
虐
待
の
問
題
に

留
意
し
て
事
案
の
解
決
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

■
児
童
虐
待
と
は

児
童
虐
待
に
は
、
４
つ
の
類
型
が

あ
り
ま
す
。

・
身
体
的
虐
待
…
児
童
の
身
体
に
外

傷
が
生
じ
、
ま
た
は
生
じ
る
お
そ

れ
の
あ
る
暴
行
を
加
え
る
こ
と

司
法
書
士
サ
ラ
金
・

ヤ
ミ
金
無
料
電
話
相
談
会

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で

は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
サ
ラ
金
等
に
よ

る
多
重
債
務
者
を
対
象
と
し
た
「
司

法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金
無
料
電
話

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

12
／
１
（土）

10：

00
〜
16：

00

１
／
12
（土）

10：

00
〜
16：

00

■
相
談
内
容
　
消
費
者
金
融
、
信
販

会
社
、
銀
行
等
へ
の
月
々
の
返
済

で
お
困
り
の
人
に
、
問
題
解
決
に

向
け
た
債
務
整
理
手
続
き
の
紹
介

等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す

■
相
談
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
１
２
０
‐
０
０
３
‐
８
２
１
　

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

担
当
　
松
井

TEL
０
８
３
５
‐
２
２
‐
６
５
３
３

農
林
漁
業
金
融
公
庫

山
口
拠
点
オ
ー
プ
ン

11
月
１
日
、
農
林
漁
業
金
融
公
庫

は
山
口
市
に
営
業
拠
点
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
当
公
庫
は
、
農
林
漁
業

や
食
品
産
業
を
営
む
方
に
長
期
・
低

利
資
金
を
融
資
す
る
政
策
金
融
機
関

で
、
こ
れ
ま
で
山
口
県
は
、
岡
山
支

店
の
担
当
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
拠
点
開
設
で
、
県
内

の
皆
様
に
と
っ
て
は
よ
り
身
近
な
存

在
と
な
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
拠
点

長
以
下
５
名
、
皆
様
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
経
営
相
談
、
情
報
提
供
、
融

過
重
労
働
・
賃
金
不
払
残
業

解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

11
月
は
過
重
労
働
・
賃
金
不
払
残

業
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
で
す
。

山
口
労
働
局
で
は
過
重
労
働
と
賃
金

不
払
残
業
の
解
消
の
た
め
に
「
全
国

一
斉
無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
実
施

し
ま
す
。

過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
と
は
？

長
時
間
に
わ
た
る
過
重
な
労
働
に

よ
り
、
疲
労
の
蓄
積
が
も
た
ら
さ
れ

・
性
的
虐
待
…
児
童
に
わ
い
せ
つ
な

行
為
を
す
る
こ
と
、
ま
た
は
児
童

を
し
て
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
さ
せ

る
こ
と

・
ネ
グ
レ
ク
ト
…
児
童
の
心
身
の
正

常
な
発
達
を
妨
げ
る
よ
う
な
著
し

い
減
食
ま
た
は
長
時
間
の
放
置
、

そ
の
他
保
護
者
と
し
て
の
監
督
を

著
し
く
怠
る
こ
と

・
心
理
的
虐
待
…
児
童
に
著
し
い
心

理
的
外
傷
を
与
え
る
言
動
を
行
う

こ
と

■
問
い
合
わ
せ
　
長
門
簡
易
裁
判
所

TEL
22
‐
２
７
０
８

10
月
30
日
、
全
国
大
会
に
出
場

す
る
選
手
の
激
励
会
が
市
役
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

出
場
者
・
大
会
名
等
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

●
第
41
回
全
日
本
社
会
人
卓
球
選

手
権
大
会
／
11
月
２
〜
４
日
／

周
南
市

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
】

濱
谷
　
孝
次
（
日
置
上
上
城
）

全
国
大
会
出
場

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

た
結
果
、
脳
・
心
臓
疾
患
を
発
症
す

る
こ
と
で
す
。
時
間
外
・
休
日
労
働

時
間
が
月
45
時
間
を
超
え
て
長
く
な

る
ほ
ど
、
業
務
と
発
症
と
の
関
連
性

が
強
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

賃
金
不
払
残
業
と
は
？

所
定
労
働
時
間
外
に
労
働
時
間
の

一
部
ま
た
は
全
部
に
対
し
て
、
所
定

の
賃
金
ま
た
は
残
業
手
当
を
支
払
う

こ
と
な
く
労
働
を
行
わ
せ
る
こ
と
で

す
。
賃
金
不
払
残
業
は
、
賃
金
や
割

増
賃
金
の
支
払
い
を
定
め
た
労
働
基

準
法
に
違
反
す
る
、
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
す
。

■
日
時

11
／
23
（金）９：

00
〜
17：

00

■
相
談
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

TEL
０
１
２
０
‐
８
９
７
‐
２
８
３

■
問
い
合
わ
せ

山
口
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

TEL
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
７
０

第
２
回

民
謡
・
詩
吟
の
祭
典

民
謡
香
声
会
お
よ
び
詩
吟
連
盟

（
哲
泉
会
、
正
州
会
）
に
よ
る
合
同

発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

公
民
館
活
動
で
民
謡
と
詩
吟
の
学

習
に
取
り
組
ん
で
い
る
会
員
が
、
練

習
の
成
果
を
み
な
さ
ん
の
前
で
発
表

し
ま
す
。
三
味
線
演
奏
や
指
導
者
に

よ
る
特
別
出
演
も
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
多
く
の
み
な
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

11
／
18
（日）12：

00
〜
16：

00

■
場
所
　
長
門
市
中
央
公
民
館

■
入
場
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

小
林
　
宏

TEL
22
‐
１
９
２
５

自

然

観

察

会

北
浦
自
然
観
察
会
で
は
次
の
と
お

り
自
然
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

12
／
２
（日）

■
場
所
　
阿
武
町
神
宮
山

■
集
合
時
間
・
場
所
　
午
前
９
時
に

萩
市
役
所
第
３
駐
車
場
に
集
合

■
参
加
費
　
３
、
５
０
０
円

（
バ
ス
代
、
保
険
代
）

■
携
行
品
　
弁
当
、
水
筒
、
手
帳
、

双
眼
鏡
、
杖
な
ど
（
靴
は
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
を
推
奨
）

■
問
い
合
わ
せ

北
浦
自
然
観
察
会
（
永
井
）

TEL
０
９
０
‐
８
２
４
０
‐
９
７
８
５

資
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
来

店
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
営
業
日

月
〜
金
曜
日

（
土
・
日
・
祝
日
休
）

■
営
業
時
間
　
９：

00
〜
15：

00

（
電
話
に
よ
る
相
談
は
17
時
ま
で
）

■
所
在
地

山
口
市
中
央
５
丁
目
２
‐
47

国
民
生
活
金
融
公
庫
内

■
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
‐
９
２
６
‐
４
７
５

■
問
い
合
わ
せ

農
林
漁
業
金
融
公
庫
山
口
拠
点

TEL
０
８
３
‐
９
２
２
‐
２
１
４
０

Ｅ
メ
ー
ルyam

aguchi@
afc.go.jp

h
ttp
://w

w
w
.a
fc
.g
o
.jp

▲ 濱谷孝次さん



●
資
料
を
破
損
・
汚
損
し
た
場
合
は
、
速
や
か

に
申
し
出
る

●
切
り
抜
き
等
、
他
の
利
用
者
が
不
快
に
感
じ

る
行
為
を
し
な
い

皆
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

２
０
０
７
年
度
上
半
期
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー

本
館
で
上
半
期
（
４
月
〜
９
月
期
）
に
よ
く
読

ま
れ
た
本
を
紹
介
し
ま
す
。

貸
出
中
の
本
は
予
約
も
で
き
ま
す
！

１
位
『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
謎
の
プ
リ
ン
ス

（
上
・
下
）』
Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ
、
２
位
『
東

京
タ
ワ
ー
』
リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー
、
３
位
『
十

津
川
警
部
幻
想
の
天
橋
立
』
西
村
京
太
郎
、
４

位
『
十
日
え
び
す
』
宇
江
佐
真
理
、
５
位
『
心
霊

探
偵
八
雲
⑥
』
神
永
学
、
６
位
『
ま
と
い
大
名
』

山
本
一
力
、
７
位
『
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
佐
賀

か
ら
広
島
へ
め
ざ
せ
甲
子
園
』
島
田
洋
七
、
８
位

『
狼
花
』
大
沢
在
昌
、
９
位
『
ひ
と
り
日
和
』
青

山
七
恵
、
10
位
『
危
険
な
遊
び
』
西
村
京
太
郎

11
／
23
（金）
は
本
館
・
分
館
と
も
開
館
し
ま
す

11
月
23
日
（金）
は
勤
労
感
謝
の
日
で
祝
日
と
な

り
ま
す
が
、
本
館
・
分
館
と
も
開
館
し
ま
す
。

開
館
時
間
は
、
本
館
が
午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
、
分
館
が
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
で
す
。

12
／
５
（水）
は
館
内
整
理
日
の
た
め

本
館
・
分
館
と
も
休
館
し
ま
す

「
館
内
整
理
日
」
と
は
、
新
聞
・
雑
誌
、
展
示
本

の
入
れ
替
え
を
し
た
り
、
書
架
整
理
な
ど
を
行

う
作
業
日
で
す
。
ま
た
、
図
書
館
の
職
員
全
員

が
出
勤
す
る
唯
一
の
日
で
、
館
内
研
修
や
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
職
員
の
共
通
認
識
を
図
る

と
と
も
に
技
量
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

毎
月
第
１
水
曜
日
が
こ
の
日
に
当
り
ま
す
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

図
書
館
の
本
は
み
な
さ
ん
の
本
で
す
。
大
切

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
又
貸
し
は
し
な
い

●
本
人
の
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
を
使
用
す
る

12／１（土）13：30～

「キテレツ大百科③
勉三さん編①」

（100分）

12／22（土）13：30～
「こどもにんぎょう

劇場⑤世界編」
～マッチうりの少女ほか～

（45分）

新
着
図
書
（
本
館
／
一
部
）

「
交
渉
人
遠
野
麻
衣
子
・
最
後
の
事
件
」
五
十

嵐
貴
久
、「
追
伸
」
真
保
裕
一
、「
ビ
ザ
ー
ル
・
ラ

ヴ
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
浅
倉
卓
弥
、「
果
て
の

花
火
」
松
井
今
朝
子
、「
悪
魔
の
薔
薇
」
タ
ニ

ス
・
リ
ー
、「
は
じ
め
て
の
型
染
め
」
伊
藤
純
夫
、

「
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
テ
イ
ス
ト
の
か
ぎ
針
編
み
」

小
瀬
千
枝
、「
プ
リ
ン
の
本
」
福
田
淳
子
、「
見
て

わ
か
る
庭
木
・
植
木
の
育
て
方
」
早
川
満
生
、「
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
」
有
田
哲
文
、「
団
塊
力
新
時
代
」
読

売
新
聞
取
材
班
編
、「
ツ
バ
ル
〜
地
球
温
暖
化
に

沈
む
国
〜
」
神
保
哲
生
、「
テ
ロ
よ
り
怖
い
温
暖

化
」
船
瀬
俊
介
、「
里
山
学
の
す
す
め
」
丸
山
徳

次
、「
電
子
マ
ネ
ー
の
す
べ
て
が
わ
か
る
本
」
竹

内
一
正
、「
白
洲
次
郎
の
青
春
」
白
洲
信
哉
ほ
か

山口県の
不思議事典
古川薫ほか／著

新人物往来社／出版

源平最後の合戦はな
ぜ壇之浦だった？ 高

杉晋作はどのようにして奇兵隊の隊士を
集めた？ 秋吉台はどのようにして発見
されたか？　金子みすゞはなぜ若くして
命を絶った？　山口県人も知らない山口
県の193の謎にこたえる１冊です。

仙
崎
の
八
坂
や
さ
か

神
社
（
旧
称
・
祗
園
社
）
は
、

天
平
五
年
（
七
三
三
）、
遣
唐
使
の
吉
備
真
備

き
び
の
ま
き
び

が
中
国
か
ら
の
帰
途
、
王
子
山
（
青
海
島
）
に

素
戔
鳴
尊

す
さ
の
お
の
み
こ
と

を
ま
つ
り
祗
園
社
と
し
た
の
が
は

じ
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
承
久
元
年
（
一
二
一
九
）、
洲
崎

の
地
に
移
り
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）、
現

在
の
道
場
原
に
移
転
、
洲
崎
を
お
旅
所
（
古

祗
園
）
と
し
た
。
祗
園
社
を
八
坂
神
社
と
改

め
た
の
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
神
仏
分

離
政
策
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
神
社
の
宝
物
に
、
七
つ
の
能
面
と
捕

鯨
絵
図
（
市
指
定
有
形
文
化
財
）
が
あ
る
。

室
町
時
代
、
大
内
氏
は
祗
園
社
へ
の
崇
拝

が
厚
く
、
五
十
石
の
社
領
が
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
祭
礼
時
に
は
能
を
奉
舞
す
る
習
わ
し

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
能
面
は
そ
の
頃
の
も
の

と
伝
え
ら
れ
、
能
の
奉
納
が
中
止
さ
れ
た
今

日
も
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

毛
利
氏
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
も
、
藩
主

が
俵
山
、
湯
本
へ
入
湯
や
狩
り
に
赴
い
た
際

に
は
、
祇
園
社
に
参
拝
し
て
御
初
穂
料
の
奉

納
を
行
う
な
ど
し
て
手
厚
い
庇
護
を
受
け
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
捕
鯨
絵
図
は
祗
園
社
の
拝
殿
の
天

井
に
掲
げ
て
あ
っ
た
絵
馬
を
雨
漏
れ
の
汚
損

か
ら
守
る
た
め
に
掛
幅
装
に
し
た
も
の
で
、

江
戸
時
代
後
期
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

八
坂
神
社
の

能
面
と
捕
鯨
絵
図

捕鯨絵図（八坂神社蔵）

八坂神社

仙
崎
海
上
保
安
部

管
内
に
お
け
る
海
難

が
昨
年
に
比
べ
増
加

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
冬
季
に

向
け
て
気
象
・
海
象

が
急
変
し
や
す
く
な
り
、
海
難
の
危
険
性
が
高

ま
り
ま
す
。
安
心
し
て
楽
し
く
海
に
接
す
る
た

め
に
、
特
に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
気
象
・
海
象
の
早
期
把
握

●
無
理
の
な
い
航
海
計
画
を
立
て
る

●
出
航
前
の
船
体
・
機
関
の
点
検
実
施

●
航
行
中
・
操
業
中
の
見
張
り
の
励
行

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
ア
サ
ッ
テ
の
人
」
諏
訪
哲
史
、「
陰
の
声
」
逢

坂
剛
、「
越
境
捜
査
」
笹
本
稜
平
、「
お
い
も
の
本
」

河
野
雅
子
、「
海
の
ジ
ェ
リ
ー
ビ
ー
ン
ズ
」
角
野

栄
子
、「
お
お
お
か
さ
ば
き
」
川
端
誠
、「
シ
ン
デ

レ
ラ
魔
女
と
白
雪
魔
女
」
藤
真
知
子
、「
ど
ん
ぐ

り
こ
ろ
こ
ろ
」
片
岡
隆
司
、「
中
村
俊
輔
世
界
を

か
け
る
背
番
号
10
」
矢
内
由
美
子

ほ
か

海
難
多
発
注
意
！

絵
図
に
は
、
紫
津
浦
の
海
を
舞
台
に
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
展
開
す
る
鯨
捕
り
の
様
相
が
大

胆
な
タ
ッ
チ
で
画
面
一
杯
に
描
か
れ
て
い

る
。
逃
れ
よ
う
と
す
る
鯨
と
捕
獲
し
よ
う
と

取
り
巻
く
小
船
の
乗
組
員
や
網
頭
の
緊
張
感

と
、
こ
れ
を
眺
め
る
見
物
船
の
旦
那
や
芸
者

衆
の
酔
客
と
の
表
情
が
生
き
生
き
と
描
写
さ

れ
て
い
る
。

漁
民
は
祗
園
社
の
加
護
を
請
う
て
霊
験
を

感
じ
沖
に
向
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

夜叉面（八坂神社蔵）

11
／
27
（火）
は
５
時
に
閉
館
し
ま
す（
分
館
）

11
月
27
日
（火）
は
、
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
ロ
ビ
ー

で
催
事
が
あ
る
た
め
、
図
書
館
ゆ
や
分
館
は

午
後
５
時
で
閉
館
し
ま
す
。



10
月
28
日
、
長
門
市
役
所
周
辺
で
行

わ
れ
た
「
第
23
回
い
き
い
き
の
び
の
び

な
が
と
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」の
中
で
、
長

門
青
年
会
議
所
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
約
40
人
が
昨
年
に
引
き
続
き
、
長

さ
世
界
一
の
焼
き
鳥
に
挑
戦
し
、
福
島

県
川
俣
町
の
持
つ
こ
れ
ま
で
の
記
録

18
・
18
ｍ
を
２
・
53
ｍ
上
回
る
20
・
71

ｍ
の
記
録
で
見
事
世
界
一
を
奪
還
し
ま
し
た
。

こ
の
挑
戦
は
全
国
や
き
と
り
協
議
会
が
定
め
る
「
セ
カ
チ
ョ
ウ
（
世

界
一
長
い
や
き
と
り
挑
戦
）
規
則
」に
基
づ
き
実
施
、
１
本
の
竹
串
に

約
20
㎏
の
鶏
肉
を
刺
し
、
約
30
分
か
け
て
焼
き
上
げ
ま
し
た
。
刺
し

始
め
た
直
後
に
串
が
49
㎝
折
れ
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
肉
片
を
落
と
し
た
り
、
串
を
折
っ
た
り
せ
ず
に
持
ち
上
げ
る

こ
と
に
成
功
。
全
国
や
き
と
り
協
議
会
の
樋
口
秀
一
審
判
長
が
世
界

記
録
認
定
を
宣
言

す
る
と
、
参
加
者

や
観
客
か
ら
拍
手

と
バ
ン
ザ
イ
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
大

人
の
部
に
あ
わ
せ

て
、
子
ど
も
の
部

も
行
わ
れ
、
市
内

の
小
学
４
年
生
か

ら
６
年
生
24
人
が

参
加
。
長
門
市
が

昨
年
達
成
し
た
世

界
記
録
13
・
28
ｍ

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

こ
ち
ら
も
見
事
に

成
功
し
ま
し
た
。

な
が
と
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

世
界
一
長
い
焼
き
鳥
奪
還




